
▽
宮
城
県
知
事
褒
状

　〔
永
年
勤
続
優
良
従
業
員
〕

　
菅
原
や
す
子（
㈲
山
口
タ
ク
シ
ー
）

▽
第
55
回
商
工
会
全
国
大
会
に
係
る
全
国

　商
工
会
連
合
会
長
表
彰

　〔
役
員
功
労
者
〕

　
山
田
　
則
義（
理
事
）

　
小
山
　
昭
彦（
理
事
）

▽
宮
城
県
商
工
会
連
合
会

　長
感
謝
状

　〔
共
済
事
業
推
進
功
労
者
〕

　
三
浦
　
重
雄（
理
事
）

▽
一
迫
花
山
商
工
会
長
表
彰

　〔
永
年
勤
続
優
良
従
業
員
〕

　
長
谷
川
敏
美（
㈱
宮
城
化
成
）

　
髙
橋
　
信
広

　（
大
成
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
㈱
宮
城
工
場
）

　
三
塚
　
恵
子

　（
大
成
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
㈱
宮
城
工
場
）

　
佐
藤
　
恵
美（
㈲
耕
佑
）

　
阿
部
智
恵
子（
㈲
耕
佑
）

　
細
川
　
和
子（
㈲
耕
佑
）

　
石
森
　
一
美（
㈲
新
妻
合
成
製
作
所
）

　
久
我
　
恭
治（
㈲
高
橋
設
備
工
業
）

　
後
藤
　
英
喜（
㈲
高
橋
設
備
工
業
）

　
白
鳥
　
正
行（
㈲
高
橋
設
備
工
業
）

　
佐
藤
　
浩
一（
阿
部
工
業
）

●
事
業
所

　栗
原
市
一
迫
真
坂
字
清
水
町
田
15

－

１

　電
話

：

52
―
３
３
０
１

●
事
業
内
容

・
住
宅
改
修
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
工
事

・
福
祉
用
具
レ
ン
タ
ル
、
福
祉
用

具
販
売

（
介
護
保
険
指
定
事
業
所
）

●
お
店
の
Ｐ
Ｒ

・
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、

安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
よ

う
福
祉
用
具
を
通
し
て
支
援
し

て
い
き
ま
す
。

・
管
理
者
１
名
、
福
祉
用
具
専
門

相
談
員
５
名
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

１
名
体
制
で
対
応
し
て
お
り
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

●
こ
れ
か
ら
の
目
標
は

　
高
齢
者
が
在
宅
に
お
い
て
自
立
し

た
日
常
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る

よ
う
福
祉
用
具
事
業
者
の
立
場
か
ら
、

他
事
業
所
と
連
携
し
て
必
要
に
応
じ

て
支
援
し
て
い
く
た
め
に
も
福
祉
用

具
専
門
相
談
員
と
し
て
の
ス
キ
ル
を

磨
き
、
地
域
に
根
ざ
し
た
サ
ー
ビ
ス

を
提
案
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

●
地
域
活
性
化
に
つ
い
て
は
ど
う
お
考
え

　で
す
か

　
空
き
家
が
多
く
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。
実
態
を
把
握
し
て
利
活
用
促
進

へ
目
を
向
け
、
そ
れ
に
伴
う
魅
力
あ

る
街
づ
く
り
が
急
務
か
と
思
わ
れ
ま

す
。

　
私
達
に
今
何
が
で
き
る
の
か
と
話

題
に
な
る
も
の
の
日
常
生
活
に
追
わ

れ
る
中
、
細
や
か
に
地
区
活
動
に
参

加
し
情
報
交
換
を
し
て
地
域
活
性
化

に
つ
な
げ
た
い
も
の
で
す
。

●
商
工
会
へ
の
要
望

　
何
時
も
お
世
話
に
な
り
有
難
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　
新
し
い
情
報
の
発
信
を
宜
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　
斎
藤
会
長
の
挨

拶
で
は
、
本
会
は

組
織
率
で
は
県
内

で
上
位
に
あ
り

ま
す
が
、
会
員
減

少
に
歯
止
め
が
か

か
ら
な
い
状
態
が

数
年
続
い
て
お
り
、

県
内
で
３
番
目
に

会
員
数
の
少
な
い

商
工
会
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
こ
う

し
た
こ
と
か
ら
会

員
の
増
強
が
喫
緊

の
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
、
職
員
に
よ
る
巡
回
訪
問
や

窓
口
相
談
に
力
を
入
れ
、
会
員
ニ
ー
ズ
の
把

握
や
情
報
の
受
発
信
な
ど
に
努
め
て
き
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
恒
常
的
な
職
員
の
業
務
に
加
え
、

国
の「
小
規
模
企
業
振
興
基
本
法
」に
よ
る
小

規
模
事
業
者
の
持
続
的
な
発
展
を
図
る
た
め
、

補
助
金
を
活
用
し
伴
走
型
の
支
援
を
実
施
し

大
き
な
成
果
を
あ
げ
て
参
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
地
域
貢
献
の
一
環
と
し
て
実
施
し

て
お
り
ま
す「
栗
原
市
デ
マ
ン
ド
交
通
シ
ス
テ

ム
一
迫
ふ
れ
あ
い
タ
ク
シ
ー
運
行
事
業
」も
人

口
が
減
少
す
る
な
か
、
一
日
平
均
85
名
ほ
ど

の
利
用
者
が
あ
り
、
地
域
住
民
に
大
変
喜
ば

れ
て
お
り
ま
す
こ
と
は
皆
様
ご
承
知
の
こ
と

と
思
い
ま
す
。
本
年
も
栗
原
市
の
ご
支
援
の

も
と
、
交
通
弱
者
の
足
の
確
保
と
福
祉
行
政

の
一
助
に
と
の
観
点
か
ら
継
続
し
て
参
る
所

存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
本
年
度
は
国
の「
小
規
模
事
業
者

の
支
援
に
関
す
る
法
律
」に
基
づ
き
、
本
会
が

策
定
し
た「
経
営
発
達
支
援
計
画
」が
４
月
22

日
付
け
で
経
済
産
業
大
臣
よ
り
認
定
さ
れ
ま

し
た
。

　
大
変
厳
し
い
審
査
を
経
て
の
結
果
で
あ
り
、

商
工
会
と
し
て
は
大
変
大
き
な
収
穫
で
あ
り
、

ま
た
、
喜
び
で
も
あ
り
今
後
大
い
に
活
用
し

て
参
り
ま
す
。

　
さ
て
、
28
年
度
も
一
部
に
は
明
る
い
材
料

が
あ
る
も
の
の
、
私
た
ち
に
は
依
然
と
し
て

厳
し
い
年
が
予
測
さ
れ
ま
す
。
私
た
ち
も
単

に
景
気
回
復
を
漫
然
と
待
つ
だ
け
で
は
な
く
、

役
職
員
の
み
な
ら
ず
全
会
員
が
一
丸
と
な
っ

て
、
難
局
に
立
ち
向
か
う
方
策
を
講
じ
、
が

ん
ば
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
会

員
皆
様
の
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　
提
案
さ
れ
た
議
案
は
次
の
通
り
で
、
い
ず

れ
も
満
場
一
致
で
承
認
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

第
１
号
議
案

　一
迫
花
山
商
工
会
運
営
規
約

　
の
一
部
改
正（
案
）承
認
の
件

第
２
号
議
案

　一
迫
花
山
商
工
会
労
働
保
険

　
事
務
組
合
事
務
処
理
規
約
の
一
部
改
正（
案
）

　
承
認
の
件

第
３
号
議
案

　平
成
27
年
度
事
業
報
告
書
並

　
び
に
収
支
決
算
書
、
貸
借
対
照
表
及
び
財

　
産
目
録
承
認
の
件

第
４
号
議
案

　平
成
28
年
度
事
業
計
画（
案
）　

　
及
び
収
支
予
算　（
案
）承
認
の
件

第
５
号
議
案

　平
成
28
年
度
借
入
金
最
高
限

　
度
額
及
び
借
入
金
先
承
認
の
件

平成28年５月31日発行（一迫花山全世帯）第63号(1)

　一
迫
花
山
商
工
会
の
平
成
28
年
度
通
常
総
会
が
５
月
27
日
に
開
催
さ
れ
、
本
人
出
席
44

名
・
委
任
状
出
席
95
名
の
合
計
139
名
の
会
員
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

　議
長
に
女
性
初
の
阿
部
久
子
氏
が
選
任
。

通
常
総
会
開
催
す
！

平
成
28
年
度

㈲
キ
ク
チ
建
材
・
ゆ
う
ゆ
う
工
房

　総
会
議
案
審
議
に
先
立
っ
て
、
一
迫
花
山
商

工
会
加
入
の
事
業
所
に
永
年
に
亘
り
貢
献
さ
れ

た
優
良
従
業
員
の
皆
様
方
と
本
会
の
役
員
に
対

し
、
関
係
機
関
よ
り
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

受
賞
お
め
で
と
う

  

ご
ざ
い
ま
す

第63号
発行所

一迫花山商工会
栗原市一迫真坂字高橋10番地
電話  本所(0228)52-3300
　　  支所(0228)56-2068

発行責任者

斎　藤　昭　芳

農機具・建設機械・自動車解体
非鉄金属・鉄屑ならなんでも（OKです）

リサイクルのことなら
おまかせください

有限会社 高橋商店
栗原市一迫片子沢六百刈 43

気軽にお電話下さい!! TEL 0228-52-3411

従
業
員
募
集
中
!!

改正小規模支援法に基づく
一迫花山商工会〔経営発達支援計画〕が
経済産業大臣より認定されました。

１．経営発達支援計画認定制度とは？

２．経営発達支援計画により実施する事業
　　　　～小規模事業者の売上げや利益を確保するための支援に重点を置きます～

３．認定した経営発達支援計画の内容

　商工会及び商工会議所による小規模事業者の支援に関する法律に基づき、小規模事業者
の持続的発展を支援する体制を整備するため、本会が作成した「経営発達支援計画」が、
平成２８年４月２２日付けで経済産業大臣より認定を受けました。今回の申請では東北地
域で２５件（３４機関）、県内商工会では１０商工会の支援計画が認定されました。
　この計画の認定を受けたことにより、本会では、従来の小規模事業者の経営相談に加
え、関係機関と連携して、小規模事業者の意欲ある取り組みを支援する「伴走型支援」に
取り組んで参ります。

　小規模事業者の事業の持続的発展を支援するため、商工会及び商
工会議所が、小規模事業者による事業計画の作成及びその着実な実
施を支援することや、地域活性化にもつながる展示会の開催等の面
的な取組を促進するため、商工会及び商工会議所が作成する支援計
画のうち、小規模事業者の技術の向上、新たな事業の分野の開拓そ
の他の小規模事業者の経営の発達に特に資するものについての計画
を経済産業大臣が認定する仕組みを導入しました。

■小規模事業者の経営資源の内容、財務内容その他経営の状況の分析
■小規模事業者が行う事業計画の策定に係る指導及び助言
■当該計画に従って行われる事業の実施に関し必要な指導及び助言
■小規模事業者が販売する商品又は提供する役務の需要の動向に
　関する情報の収集、整理、分析及び提供
■地域の経済動向に関する情報の収集、整理、分析及び提供
■商談会、展示会の開催等小規模事業者が販売する商品又は提供す
　る役務の需要の開拓に寄与する事業

認定を受けた経営発達支援計画の詳細は中小企業庁のホームページ
http://www.chusho.meti.go.jp/ を参照下さい

買取致します※家屋解体も致します★
引き取りに伺います !!★
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　商工会では、広報（年６回発行）に掲載する事業
所の広告を募集しております。掲載ご希望の方は、
発行する月の２０日まで原稿を添えて一迫花山商
工会までお申し込み願います。

●広告料 (１回の掲載につき )５，０００円
●サイズ（横１１．０cm ×縦６．５cm）
●今後の発行予定

７月３１日、９月３０日、
１１月３０日、１月１日、 
３月３１日

●発行部数 ３，３００部（一迫花山全世帯）

【見本】

広報の有料広告を募集いたします
(低コストで幅広くＰＲできます )

　
宮
城
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
で
は
、

地
域
産
業
の
早
期
復
興
と
活
性
化

を
目
指
し
、
売
上
拡
大
、
経
営
改

善
な
ど
、
事
業
者
様
の
あ
ら
ゆ
る

経
営
問
題
に
経
験
豊
富
な
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
が
丁
寧
に
対
応
し
て

い
ま
す
。

　
ご
相
談
は
何
度
で
も
無
料
で
す
。

秘
密
厳
守
で
す
。
お
気
軽
に
ご
相

談
下
さ
い
。

　
相
談
は
予
約
制
で
す
。

「
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
」は
、
中
小

企
業
庁
が
全
国

 　47
都
道
府
県
に

設
置
し
た
無
料
の
経
営
相
談
所

で
す
。
宮
城
県
で
は
宮
城
県
商

工
会
連
合
会
が
設
置
機
関
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。

◆
経
営
相
談
会
日
時

　
６
月
８
日（
水
）

　
７
月
６
日（
水
）

　
午
前
10
時
～
午
後
４

時
◆
経
営
相
談
会
場

　
宮
城
県
北
部
地
方
振

興
事
務
所
栗
原
地
域

事
務
所

　
２
階
第
四
会
議
室
　

◆
主

　催

　
宮
城
県
よ
ろ
ず
支
援

拠
点

◆
申
し
込
み

　
一
迫
花
山
商
工
会
ま

で
申
し
込
み
願
い
ま

す
。

　
☎
52-

３
３
０
０

※
相
談
受
付
シ
ー
ト
を

差
し
上
げ
ま
す
。

　
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

（
普
通
会
員
）

◎
㈱
花
山
サ
ン
ゼ
ッ
ト

　代
表

　
阿
部

　
幹
司

　
業
種

　
太
陽
光
発
電
保
守
管
理

　
花
山
字
本
沢
北
ノ
前
60-

１

　
☎
０
７
０
―
６
４
９
４
―
１
９
７
２

◎
㈲
ツ
キ
ダ
テ
美
装

　
代
表

　
曽
根

　
忠
則

　
業
種

　
内
装
仕
上
工
事
業

　
一
迫
柳
目
字
扇
田
１
７
０-

１

　
☎
52
―

３
９
７
０

※
平
成
28
年
５
月
31
日
現
在

　会
員
数
２
５
６
名（
組
織
率
77
・
６
％
）

　
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

▽
異
動（
平
成
28
年
４
月
１
日
付
）

　
栗
原
南
部
商
工
会
よ
り
異
動
し

て
参
り
ま
し
た
。

　
会
員
皆
様
の
お
役
に
立
て
る
よ

う
努
め
て
参
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　花
が
咲
き
誇
り
一
年
で
一
番
幸
せ
を
感
じ

る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

　政
岡
ま
つ
り
の
際
に
は
少
子
化
で
各
地
区

の
子
供
さ
ん
の
参
加
が
少
な
い
中
、
栗
原
西

中
学
校
の
野
球
部
の
応
援
参
加
が
あ
り
、
ま

た
、
一
迫
商
業
高
校
の
弓
道
部
の
皆
さ
ん
の

勇
姿
も
祭
り
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。
若
い
人

達
の
行
事
へ
の
協
力
は
喜
ば
し
い
事
で
し
た
。

　期
待
と
不
安
の
新
年
度
が
始
ま
り
、
商
工

会
の
新
会
員
が
ど
ん
ど
ん
増
え
て
い
る
事
に

も
商
売
の
新
し
い
希
望
を
感
じ
ま
す
。

　「
普
通
の
生
活
が
一
番
」と
い
う
思
い
を
強
く
感
じ
て

早
５
年
、
ま
た
も
や
熊
本
で
の
震
災
、
日
本
国
中
ど
こ

に
起
き
て
も
不
思
議
で
は
な
い
出
来
事
と
な
り
ま
し

た
。「
災
害
は
忘
れ
た
頃
に
や
っ
て
く
る
」と
い
う
言
葉

も
あ
り
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
水
を
買
い
足
し
た
次
第
で

す
。
日
々
平
凡
な
暮
ら
し
の
中
で
雨
が
降
る
と
客
足
は

遠
の
き
晴
天
で
す
と
活
動
的
に
な
り
ま
す
。

　四
季
を
上
手
に
感
じ
な
が
ら
忙
し
い
中
に
も
楽
し
み

を
見
つ
け
て
商
売
に
励
み
ま
し
ょ
う
。

　６
月
に
は「
あ
や
め
園
」、「
ゆ
り
園
」も
開
園
い
た
し

ま
す
。
ど
う
ぞ
お
誘
い
合
せ
の
上
お
出
か
け
下
さ
い
。

（
広
報
編
集
委
員

　津
田
）

編集後記　

新

会

員

紹

介

　
栗
駒
山
の
雪
が
今
年
は
、
少
な

か
っ
た
の
で
駒
姿
が
出
来
る
の
か

心
配
し
て
い
ま
し
た
が
、
天
か
け

る
天
馬
の
ご
と
く
見
事
な
駒
姿
を

表
し
ま
し
た
。

　
栗
駒
山
の
西
か
ら
東
へ
駆
け
て

い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
。

　
こ
の
姿
が
見
え
る
頃
に
な
る
と
、

夏
山
シ
ー
ズ
ン
到
来
と
な
り
ま
す
。

農
家
で
は
、
農
作
業
が
忙
し
く
な

る
季
節
で
も
有
り
ま
す
。

　
山
の
木
々
の
輝
く
緑
が
訪
れ
る

人
を
優
し
く
迎
え
て
く
れ
ま
す
。

緑
の
中
に
赤
や
ピ
ン
ク
の
花
が
咲

き
一
足
飛
び
に
夏
へ
と
向
か
い
ま

す
。
そ
の
中
に
、
白
い
大
き
な
花

ビ
ラ
を
見
か
け
ま
す
。

　
コ
ブ
シ（
辛
夷
）で
す
。
木
蓮
に

と
て
も
良
く
似
て
い
ま
す
。

　
木
蓮
科
で
す
か
ら
同
じ
よ
う
な

花
を
付
け
ま
す
が
、
皆
さ
ん
は
、

ど
う
し
て
コ
ブ
シ
と
言
う
の
か
知

っ
て
ま
し
た
か
？

　
花
が
咲
く
前
の
つ
ぼ
み
が
握
り

こ
ぶ
し
に
似
て
い
る
か
ら
と
か
、

実
が
ゴ
ツ
ゴ
ツ
し
て
い
る
か
ら
だ

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
コ
ブ
シ
よ
り
少
し
小
さ
く
臭
い

の
強
い
の
が
タ
ム
シ
バ
で
す
。

　
ま
っ
た
く
同
じ
よ
う
な
色
形
を

し
て
い
ま
す
。
名
前
の
由
来
は
、

葉
や
枝
を
噛
む
と
甘
い
味
が
し
ま

す
。
噛
む
柴
が
な
ま
っ
て
タ
ム
シ

バ
、
と
言
わ
れ
、
香
り
が
良
い
の

で
、
臭
い
コ
ブ
シ
と
も
言
わ
れ
て

居
る
様
で
す
。

　
こ
の
二
つ
を
見
分
け
る
の
は
、

む
ず
か
し
い
で
す
。

　
花
の
ガ
ク
片
を
良
く
見
る
と
解

り
ま
す
。

コ
ブ
シ

の
ガ
ク

片
に
は
、

緑
の
葉

っ
ぱ
が

つ
い
て

い
る
の

が
解
り

ま
す
。

タ
ム
シ

バ
の
ガ

ク
片
に

は
、
三

枚
の
白

い
ガ
ク

片
が
つ

い
て
い
ま
す
。

　
輝
く
緑
の
山
道
を
、
春
セ
ミ
の

大
合
唱
や
オ
オ
ル
リ
の
囀
り
、
赤

シ
ョ
ウ
ビ
ン
の
キ
ロ
ロ
ー
を
聴
き

な
が
ら
歩
い
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
山
を
歩
い
た
後
に
は
、
山
の
温

泉
で
汗
を
流
し
ま
し
ょ
う
。

タムシバ コブシ

６

　月

〔納税関係〕
●個人市・県民税第１期分納付 【30日】
●５月分源泉所得税及び復興特別所得税、特別徴
収市・県民税納付 【10日】

●特別徴収市・県民税納期の特例分納付（平成27年
12月から平成28年５月分） 【10日】

●国民健康保険税第２期分納付 【30日】

〔申告・申請関係〕
●４月決算法人の法人税・地方法人税・法人市民
税・法人事業税の確定申告

●４月決算法人の消費税の確定申告
●10月決算法人の中間（予定）申告
●10月決算法人の消費税中間申告
●所得税及び復興特別所得税の予定納税額の通知

７

　月

〔納税関係〕
●所得税及び復興特別所得税予定納税額第１期分
納付 【８月１日】

●固定資産税第２期分納付 【８月１日】
●６月分源泉所得税及び復興特別所得税、特別徴
収市・県民税納付、源泉所得税納期の特例分

　（１月～６月分）納付 【11日】
●国民健康保険税第３期分納付 【８月１日】

〔申告・申請関係〕
●所得税及び復興特別所得税予定納税額の減額申
請 【15日】

●５月決算法人の法人税・地方法人税・法人市民
税・法人事業税の確定申告

●５月決算法人の消費税の確定申告
●11月決算法人の中間（予定）申告
●11月決算法人の消費税中間申告

６月・７月 税のカレンダー

第34回 山王史跡公園あやめ祭り

南くりこま高原一迫ゆり園

□開催日時　平成２８年６月１７日(金)～７月６日(水)
　午前８時３０分～午後５時
□開催場所
　栗原市一迫山王史跡公園あやめ園
　(栗原市一迫真坂字道満地内)
□催物内容
・６月１９日(日)
　第３１回みちのく鹿踊大会
・７月３日(日)
　第２９回あやめ祭り神楽大会

□連 絡 先　一迫観光協会
　(栗原市一迫総合支所市民サービス課内)
　☎０２２８－５２－２１１４

　開催期間中は、野点や民謡など多く
のイベントを行います。
　また、併設されている山王考古館や
埋蔵文化財センター山王ろまん館を無
料で見学できます。

□開催日時　平成２８年６月１７日(金)～７月下旬
□開催場所
　南くりこま高原一迫ゆり園
□催物内容

□連 絡 先
　南くりこま高原一迫ゆり園
　　　　　☎０２２８－５２－４５５１

　広さ３０，０００㎡の園内で２００品種
１５万本のユリを楽しむことができる。
　特に、本年は休憩所にユリの花びら
から音楽が流れる装置を設置し、フラワ
ーミュージックも楽しむことができる。

見頃　早咲き ６月２０日頃～
　　　　　　 ７月１０日頃まで
　　　遅咲き ７月５日頃～
　　　　　　 ７月２０日頃まで

「
宮
城
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
」主
催

経
営
相
談
会
の
ご
案
内

職
員
異
動
の
お
知
ら
せ主　査

佐藤ひろえ

■相談日程　６月９日(木)・22日(水)
　　　　　　７月７日(木)・21日(木)
■相談時間　午前10時～午後４時まで
■場　　所　一迫花山商工会本所

※事業資金でお悩みの方は、お気軽にご相談下さい。
※ご相談の際は、あらかじめ電話等で予約の上ご来所願います。

★金融相談日のお知らせ★


